
 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

令和元年 6月 4日 

 

愛 知 県 知 事 殿 

 

提出者                   

住 所  愛知県刈谷市松栄町3-15-9    

氏 名  所長 森田 真也        

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 0566-62-6588          

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  日本道路株式会社東愛知出張所 

事 業 場 の 所 在 地  愛知県刈谷市松栄町3-15-9 

計 画 期 間  平成31年4月1日～令和2年3月31日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
①事 業 の 種 類 06：総合工事業 

②事 業 の 規 模 元請完成工事高：17,838万円 

③従 業 員 数 20名 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 

愛知県内各諸工事において発生→委託中間処理業者にて破砕・圧縮処理

→主に建設材料として再資源化 

(日本工業規格 Ａ列４番) 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

別添資料 日本道路㈱中部支店 総合マネジメントシステムに関する主な要員の割り当て 

     組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（ 30 年度）実績】別紙の通り 

産業廃棄物の種類   

排 出 量 ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

中間処理により、最終処分場の削減に努めているが、受注した工事の

内容により、排出量を大幅に左右される建設工事において、積極的に

排出量を抑制する工法提案を行った 

 

② 計画 

【目標】別紙の通り 

産業廃棄物の種類   

排 出 量 ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

企画・設計及び施工の各段階において、発注者と事前の調整を行う事

により、排出量の削減に取り組む。 

 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

木くず、廃プラ、鉄くず、紙くず 

産廃種類毎に産廃ボックスを設置し、関係者に分別徹底を指導する。 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

木くず、廃プラ、鉄くず、紙くず 

前年度と同様の手段で、引き続き分別徹底を行う。 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

①現状 

【前年度（     年度）実績】 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

該当なし 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

①現状 

【前年度（     年度）実績】  

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

該当なし 

 

 

 

②計画 

【目標】   

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

①現状 

【前年度（     年度）実績】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

該当なし 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（ 30 年度）実績】別紙の通り  

産業廃棄物の種類   

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

アスファルトガラ、コンクリートガラについては、破砕後、建設資材

としてリサイクルを行う処分委託会社へ100％持ち込んでいる。金属

くず、木くず、紙くず、廃プラスチックについては、徹底した分別回

収を行うことにより、処分委託会社にてほぼ100％の再利用を行って

いる。 

 

 

 



 

 

（第５面） 

 ② 計画 

【目標】別紙の通り 

産業廃棄物の種類   

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

最終処分場が更に減少するように、再資源化能力の高い施設での処理

を検討する 

  

 

 

 

 

※事務処理欄   

 



（ 津 島 ）

（ 岐 阜 ）

（ 浜 松 ）

製 造 管 理 者

事 務 担 当 者

静岡合材ｾﾝﾀｰ所長 製 造 管 理 者

委　　員： 工　務  部  長

工　事　部　長委　　員：

工 事 担 当 者

試 験 担 当 者

工事統括管理者

委　　員： 安全環境課担当課長

工 務 部 長 工 務 課 長

委　　員： 機　械　課　長

委　　員： 安全環境課

委　　員： 安全環境課担当部長

委　　員： 工　務　課　長

製造管理課長(品質)

安全管理責任者

環境管理責任者

品質管理責任者

安全環境課担当部長

中部支店ISO委員会

経 理 課 長

工　事　課　長

工　務　課　長委　　員：

事  務  部  長

委　　員：

営 業 担 当 者

事務担当責任者

　2019年4月1日　現在

工 事 担 当 者

　　支店長

中部支店

安全環境課長兼品質課長

安全環境課担当課長

（東愛知・豊田）

工 事 管 理 者

工 事 担 当 者
工 事 管 理 者

安全環境課

支　　店　　長

日本道路株式会社  中部支店　　統合マネジメントシステムに関する主な要員の割り当て　　組織図

工事統括管理者

支 店 長

安全環境品質部長 名古屋営業所長

委 員 長：

委　　員：

委　　員： 製　販  部  長

委　　員： 事  務  部  長

委　　員： 工　事　課　長

工　事　部　長

委　　員：

製 販 課 長

委　　員： 安全環境課担当部長

製 販 部 長

工　務  部  長

委　　員： 営　業　部　長

製造管理課長(機械)

委　　員： 営　業　部　長

工　事　部　長

工　務  部  長

製　販  部  長

委　　員：

副委員長：

事 務 課事 務 部 長

環境担当責任者

安全担当責任者営　業　部　長

製　販  部  長

事 務 担 当 者

営 業 部 長 営 業 専 門 部 長

工 事 担 当 者
安全環境品質部長

購 買 課 長

工 事 担 当 者
工事統括管理者

委　　員： 機　械　課　長

委　　員：

委　　員：

技 術 営 業 課 長

三重営業所長

工 事 管 理 者

事務担当責任者

営 業 担 当 者

事 務 担 当 者

安全担当責任者

環境担当責任者

工 事 管 理 者

静岡営業所長

化学物質管理者

化学物質管理者

安全担当責任者

化 学 物 質 担 当
者

環境担当責任者

事 務 担 当 者

営 業 担 当 者

製 造 担 当 者

事務担当責任者

工 事 担 当 者

工 事 担 当 者

営 業 担 当 者

事 務 担 当 者

営 業 担 当 者

試 験 担 当 者

製 造 担 当 者

化 学 物 質 担 当
者

関合材ｾﾝﾀｰ所長

副委員長： 安全環境品質部長

工 事 部 長 工 事 課 長

機 械 課 長

中部支店安全衛生委員会

安全環境課担当課長

委　　員：

安全環境課委　　員：

委　　員： 安全環境課担当部長

委　　員：

委　　員：

支　　店　　長

安全環境品質部長

委　　員：

委　　員：

委　　員：

事  務  部  長

工　事　課　長

工　務　課　長

機　械　課　長

安全環境課担当課長

委 員 長： 支　　店　　長

中部支店環境委員会

委 員 長：

副委員長：

委　　員：

委　　員：

委　　員：

委　　員：



産業廃棄物の排出の抑制に関する事項
単位（ｔ）

産業廃棄物の種類 がれき類 金属くず 紙くず 木くず 混合物 廃プラスチック類 ガラス・陶磁器くず 汚泥 合計

排出量 2,270 23 2 20 25 13 1 19 2,373

単位（ｔ）

産業廃棄物の種類 がれき類 金属くず 紙くず 木くず 混合物 廃プラスチック類ガラス・陶磁器くず 汚泥 合計

排出量 2,000 10 1 20 15 5 0 10 2,061

産業廃棄物の処理の委託に関する事項
単位（ｔ）

産業廃棄物の種類 がれき類 金属くず 紙くず 木くず 混合物 廃プラスチック類 ガラス・陶磁器くず 汚泥 合計

全処理委託量 2,270 23 2 20 25 13 1 19 2,373

優良認定処理業者への処理
委託量

0 0 0 0 0 0 0 0 0

再生利用業者への処理委託
量

2,270 23 2 20 25 13 1 19 2,373

認定熱回収業者への処理委
託量

0 0 0 0 0 0 0 0 0

認定熱回収業者以外の熱回
収を行う業者への処理委託

0 0 0 0 0 0 0 0 0

単位（ｔ）

産業廃棄物の種類 がれき類 金属くず 紙くず 木くず 混合物 廃プラスチック類 ガラス・陶磁器くず 汚泥 合計

全処理委託量 2,000 10 1 20 15 5 0 10 2,061

優良認定処理業者への処理
委託量

0 0 0 0 0 0 0 0 0

再生利用業者への処理委託
量

5,000 10 1 20 15 5 0 10 5,061

認定熱回収業者への処理委
託量

0 0 0 0 0 0 0 0 0

認定熱回収業者以外の熱回
収を行う業者への処理委託

0 0 0 0 0 0 0 0 0

30年度実績

31年度計画

30年度実績

31年度計画


